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三条北ロータリークラブ週報 
 

会長挨拶：高橋研一会長 

みなさんこんにちは 

第 7回目の例会日も猛暑35℃

以上の気温の中、出席いただ

き誠にありがとうございます。 

本日の挨拶はパストガバナー

中條耕二様を偲び思い出をお

話したいと思います。 

私が直接声を掛けられたのは

渋谷年度のプログラム委員長の時でした。「高橋君、

都合がついたら私と一緒に各クラブの例会に行っ

てみないか」でした。とても嬉しかった事を覚え

ています。一人では行こうと思わなかったクラブ

訪問が出来るという思いと、どういう態度で臨む

べきか不安もありましたが中條パストガバナーの

一言で不安が消えました。「高橋君、例会場に行っ

たら特別な挨拶は要らないよ、名刺交換だけは数

多くした方がいい」と言われ三条ＲＣからスター

トし、三条南ＲＣ、三条東ＲＣ、新潟南ＲＣ、長

岡東ＲＣ、燕ＲＣ、吉田ＲＣ、巻ＲＣ、８クラブ

の例会に参加させて頂きました。交換した名刺の

数は６８枚でした。何処の会場も中條耕二ＰＧの

お蔭でとても雰囲気が良く、特別緊張せず色々な

例会の様子を見させて頂きました。「この頃こんな

に例会同行し一緒に参加しているのは高橋君だけ」

と言われましたが、この時は何の事か分かりませ

んでした。後で意味が解りました。その後「来年

は長岡のクラブ、新潟のクラブ、新発田のクラブ

を回ろう、８ヶ所の例会場の感想は」と問いかけ

られ、私のイメージをそのままお話しました。中

條ＰＧから「私も前々から思っている事、良い所、

良い雰囲気作りは取り入れるべき」と言われまし

た。 

まだまだ沢山の思い出話がありますがこの辺で感謝の気持ちを込めて終わりたいと思います。 

中條パストガバナーには何も出来ず、こんな最後をむかえた事はとても残念です。 

ロータリー入会から５４年間、北ロータリー創立３３年、大変な功労に感謝致します。ありがとう

ございました。ゆっくりお休み下さい。 

皆様、これから心ひとつに頑張りましょう！ 

例会日２０１８．８．２１  累計№１５１２ 当年№６ 

本日の行事：「ガバナー補佐訪問例会」 

◆本日の出席：６３名中３３名    

◆先々週の出席率：６４名中４７名 73.44％ 

         （前年同期 75.38％） 

◆７月の出席状況：会員数６４名例会数４回 

 平均出席率 78.36％（前年同月 80.77％） 

 

◆本日のゲスト：ＲＩ第２５６０地区 

 第四分区ガバナー補佐 久住 勲夫 様 

        

◆本日のオブザーバー：米山奨学生 

   メディナ コントレラス,ダニエル君 

      

◆先週のメークアップ（敬称略）： 

 ８月１６日三条東ＲＣ 大野新吉 

落合益夫、山崎 勲、早川瀧雄 

      石川勝行、石川友意 

   １６日燕ＲＣ 加藤 實 

   １７日吉田ＲＣ 岡田 健 

 

◆１４日記帳受付：（敬称略） 

 三条ＲＣ 加藤紋次郎、丸山行彦 

      伊藤寛一 

 三条南ＲＣ 坪井正康、渡辺俊明 

       佐藤秀夫 

 

＊本日の配布書類等 

 ・週報№1511 

  

   

国際ロータリー会長：バリー・ラシン 

 「インスピレーションになろう」 

第２５６０地区ガバナー：川瀬 康裕 

 「自らのストーリーを作りましょう」 

会 長：高橋研一 

「将来みんなのためになること 

 これからのロータリーのために 

 力を込めて課題にチャレンジしょう！」 

幹 事：松山浩仁 

ＳＡＡ：外山裕一 

例会日：火曜日 １２：３０～１３：３０ 

例会場：三条ロイヤルホテル℡34-8111 

事務局：三条市本町 3-5-25 三条ロイヤルホテル内

TEL 0256-35-7160  FAX0256-35-7488 

ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org 
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幹事報告：松山浩仁幹事             

・地区米山奨学委員長より 奨学生親睦交流会のご案内 

      日時 10 月 13 日(土)８：４５～  集合場所 長岡西口 

・地区奉仕プロジェクト委員長より 「認知症を知る」セミナー参加協力のお願い 

      日時 10 月 6 日(土)13：00～ 

      会場 燕三条地場産業振興センター リサーチコア７F 

      参加者の他に運営応援フタッフ２名の協力のお願いします 

・三条ローターアクトクラブより ９月第一例会のご案内 

      日時 9 月 13 日(木)19：30～  会場 三条燕地域リサーチコア４F 

・川瀬ガバナー事務所より 第９回ガバナースタッフ会議開催のお知らせ 

      日時 9 月 5 日(水)13：45～15：00  会場 三条信用金庫 本店 

・三条クリーン協議会より 総会議事録送付について  

・米山梅吉記念館より 秋季例祭のご案内 

      日時 9 月 15 日(土)14：00～  会場 米山梅吉記念館 ホール 

      100 円募金及び賛助会入会のお願い 

 

理事会報告：臨時 平成３０年８月２１日（火）13：30～14：00 於：三条ロイヤルホテル 

出席者：高橋研一、外山裕一、早川瀧雄、松山浩仁、武田恒夫、渋谷義徳、斎藤 正、渕岡 茂 

金子太一郎、齋藤孝之輔、外山晴一、中原尚彦、花井知之、樋口 勤、羽賀一真 

佐藤秀一   オブザーバー：高橋彰雄       出席数１６/１６（内委任状３名） 

協議事項１.パストガバナー中條耕二会員「お別れの会」対応の件    承認 

      9 月 6 日(木) 会場：ジオワールドビップ 11：30 集合（都合の付く会員） 

      服装は礼服にＲバッチ  個人の都合で他時間帯でも可 

      クラブとしての香典を後日、ご自宅に届ける 

委員会報告： 

職業奉仕委員会：私も中條パストガバナーには大変お世話になりました。この場を借りてご冥福を

お祈り申し上げます。 

10/6「認知症セミナー」が開催されます。2560 地区奉仕プロジェクト委員会の主催

で認知症サポーター要請セミナーです。是非ご参加頂きたいと思います。（後日、詳

細案内の上出欠確認） 

先日、配布しました「原発アンケート」ご協力ありがとうございました。先回例会欠

席されました方はテーブルの上に配布してありましたのでご記入をお願いします。      

 

 

 

 

 

 

 

米山 忠俊君 パストガバナー中條耕二様の突然のご逝去にびっくりしました。生前はなにかとご

指導頂き、大変お世話になりました。ご冥福をお祈り申し上げます。 

星野 義男君 米山奨学に協力します 

今井 克義君   〃 

花井 知之君   〃 

吉田 文彦君   〃 

丸山  勝君 協力します 

森   宏君 中條耕二さんのご冥福を祈って 

米山奨学ボックス：２１日現在累計１３４,０００円 

ロータリー財団ボックス：２１日現在累計４２,０００円 
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久住勲夫君（分水ＲＣ）今日は宜しくお願いします。ボックスに協力。 

松山 浩仁君 久住様、ようこそお越し下さいました。どうぞごゆっくりしていって下さい。 

本間建雄美君 久住勲夫様、ご指導宜しくお願いします。 

石川 友意君 第４分区久住ガバナー補佐を歓迎して!! 

吉田 文彦君 久住ガバナー補佐の訪問に感謝して。そして金足農業ガンバレ！！ 

渕岡  茂君 梨木委員長に協力 

高橋 研一君 ＢＯＸに協力 

梨木 篤史君 今日は 35℃になるので熱中症に気をつけましょう！ 

 

今年度は毎月の結婚記念日会員よりエピソードを伺います。とお願いしておりましたが今年度初め

てとなります。外山裕一会員お願いします。 

プロポーズをしたのだと思いますが、何を言ったかは良く覚えていません。ただ

私は内の奥さんよりずっと愛が深いことは確かです。私は２度目の結婚ですが、

今年で１３年経ちましたがあっという間だったと思います。しょっちゅう離婚の

話もされますが、私は右から左に流し、死ぬまで別かれないと私は思っています。

これからも末永くやって行けたらと思います。プロポーズは忘れました。 

 

本日の行事：ガバナー補佐訪問例会  

ＲＩ第２５６0 地区第四分区ガバナー補佐 久住 勲夫様（分水ＲＣ）

皆さんこんにちは。 

中條さんには大変おせわ

になっていまして、9/8IM

の講評をして頂く､ゲスト

に予定していましたので

大変残念です。 

大切なことですが、川瀬康

裕ガバナーの健康が優れ

ないのでその対処につい

てお話します。 

平成 30 年 6 月 22 日に本人から体調不良という

診断書と 7月 1 日～10月 5日の休養届けが提出

されたため、平成 30 年 6 月 30 日に地区諮問会

議が急遽開催されて、休養届けは承認。新保パ

ストガバナーがその間、副ガバナーとしてガバ

ナーの仕事をすることとなり、臨時ガバナーと

して、田中パストガバナーと渡辺パストガバナ

ーはその補佐に当たる。従って、その間のガバ

ナー公式訪問はパストガバナーは行かない。そ

の際に、関川地区幹事が同行する事が決定され

ました。 

簡単に自己紹介をさせていただきます。 

税理士をやって 12 年目になります。その前は税

務署におりました。昭和 54 年～56 年の 2 年間

三条税務署にお世話になっていました。20 代の

署長が来ておりましたが、何故か、三条や巻と

いうあまり問題のない所に若い所長が来ていた

ようです。面倒くさい所ですとなかなかそうい

う若い方は来られない。私は 30 数年税務署に居

りましたが最初は所得税の所にいました。母親

が認知症になり、定年を待たずに退職しました。

80 歳に発症し 89 歳で亡くなりました。 

母が最初に変だなと思ったのは、自分の持ち物

に名前を書き始めました。脇野町の田中政春先

生の病院に連れていきました。「後 3・4 年で何

も解らなくなります」といわれました。3 年後

に私の顔を見て「誰だ」と言うようになりまし

た。こういう経験があるので、川瀬ガバナーが

やろうとしている事は理解できます。ポリオも

ほぼ解決したということですので、これからも

続けて行く事が大事ではないかと私は思います。

だからといって皆さんがやらなければならない

ということではありませんので誤解の無いよう

に。 

川瀬ガバナーから聞きましたが、世界の先進国

で 700 万人弱が認知症だそうです。母が認知症

だったので私もなる。と田中政春先生に言われ

ました。遺伝は必ずするそうです。私は今 66

歳ですので今のうちに「いずれやらなければな

らないなら、さっさとガバナー補佐をやろう」

ということでお受けしました。気を付けること

ではないのですが、銭勘定（頭で考えて手で書

スマイルボックス：２１日現在累計１２３,０００円 
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き込み、算盤をはじく）をしていれば認知症に

はなりにくいと田中先生にも言われました。皆

さんは会社で色々考えたり、行動したり、され

ると思いますが銭勘定が一番いいそうです。 

分水 RC では地域包括支援センターで行なって

いる「認知症高齢者等見守り事業」「オレンジリ

ング事業」として認知症サポーターの養成講座

への受講、認知症に対する正しい知識と理解を

持ち、認知症の人や家族を温かく見守り支援す

る応援者として行動する事等に取り組んでいま

す。 

3 年ほど前、分水 RC 会員の自動車屋さんに、

おばあちゃんが車検に来た時に、車預かります

と言ったら、「家が分からないので送って下さい」

と言ったそうです。認知症は、ずっと認知症な

訳ではない。正気の時と忘れている時の波があ

る。車を持ってきた時は正気で話をしている内

に忘れてしまう。ということがあって、スタッ

フ全員で見守り事業をはじめたそうです。 

又、第二分区のガバナー補佐はタクシー会社の

社長さんですが、タクシーに乗ったお客さんが

自分の家が解らないということがあったと話し

ていました。認知症は突然なるのではなく、徐々

に進行する。こういうことを知っておくことは

いいと思います。 

川瀬ガバナーも自分の任期 1 年で終わらせたく

ないという意向ですので、これからも続いて行

くかもしれません。 

北RCさんの週報にBOXの累計額が載っている

のに驚きました。これはいいことだと思いまし

た。 

担当者だけでなく、会員が状況を知ると言う事

は非常にいいと思います。又、前月の出席率を

明記されている事もいいと思いました。 

バリーラシンＲＩ会長の「インスピレーション」

は日本と海外で意味が違うようです。 

日本では「思いつき」という意味に取られるこ

とが多いと思います。ＲＩ会長の意とする処は

ロータリーの魂である、世界の貧しい人たちが

よりよい生活ができるよう奉仕活動をし、それ

をソーシャルメデアを活用し、世界の人々に知

らしめよう。という意図のようです。 

川瀬ガバナーは RI 会長バリー・ラシンの「イン

スピレーションになろう」のテーマの考えの基

に行動していきたいと思って居られます。 

川瀬ガバナーの運営方針である「自らのロータ

リーストーリーを作りましょう」の基、ロータ

リーの目的の確認、奉仕の理想、四つのテスト

はロータリーの哲学であり、又認知症患者に対

してロータリーとして何ができるかをロータリ

アンとして考えていきたい。 

現会員を減らさないように、当然新会員も勧誘

し、又女性会員を増やそうという事です。 

公共イメージとして、今まで３つあった委員会

を一つにまとめて奉仕プロジェクト委員会とし、

ロータリーをアピールしようということです。 

認知症の患者・医師・地域の人々と一緒になっ

てお話ししましょうという運動がオレンジリン

グ、声かけ運動です。 

私は新潟に事務所があり、毎日通っています。

車を運転しているときは声かけは出来ません。

しかし日常色々な場面でちょっと変かなと思っ

たときに声を掛ける、というような運動です。 

分水ＲＣの心がけていることは、“楽しい例会に

しましょう”です。楽しいとは笑う事では無く

て、参考になる事が一つあって「なるほどなー」

と言う事、クスッと笑えるなにかがある事です。 

会員数は３０名で、北ＲＣさんの半分以下です。

分水だけではなくて、寺泊、輪島の会員もおり

ます。 

分水には大勢収容できる施設がないためＩＭを

寺泊でやることになりました。 

今、女性会員が４名います。一人は米山奨学金

を受けて勉強した方が、昔、お世話になりまし

たといって、入ってくれました。家は新潟です

が、会社が分水にあります。 

平均年齢は５４歳位です。２０代、３０代がい

ます。４０歳以下が８名います。自分の仕事が

忙しくてなかなか例会に出られない。それでも

一週間に１回出てくれます。又女性会員がいる

と言う事は配慮も必要ですが、緊張があってい

いことだと思います。 

年代の違いによる、お互いの不満も言い合って

もそれが又、和気藹々と話が出来る。立場によ

って考え方も違いますが仲良く、ロータリーク

ラブを繁栄させていきたいと思います。 

どうもありがとうございました。

 

                           米山奨学生：ダニエル君今月も元気に 

   

メキシコに帰って来ましたとメキシコ

のチョコレートをお土産に持ってきて

くれました。 


